
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

文字試験により、時間配分、各問の要点を理
解しポイントを捉え、検定試験に活用できた
か。

6

10○ ○

14

○ ○ ○ 16

○

〇 〇

実用書芸術

表現

評価規準
鑑
賞

学習前の理論知識を確認して検定に要する知
識がどれだけ上積みできたか。
書写文字への関心を深めることができたか。
積極的に学習を進められたか。

説明後の実技演習で要点を反映できるか。
筆ペンで学習した、楷書での始筆の加圧がみ
についたか。

書写文字に重要な事柄を知り、手本の見方、
文字の大きさ等的確にとらえる事ができた
か。　　　　平仮名の字源と平仮名の書き方
のリズムを身につけられたか。

〇

行書に対する理解がさらに深まり、書く事へ
の応用がより的確にできるようになったか。
草書を読むに当たり系統立てて記憶し応用に
活かせたか。

これまでの学習で身に付けた事柄を時間内で
効率よく配分し、各問題の要点を捉え実力を
画期出来たか。

漢字仮名交じりの文を、今までの実用書とは
違う空間の色紙面に程よい余白、文字の太
さ、大きさ、配置等全体の調和がとれている
か。

○ ○ ○〇

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科

３
学
期

（　蛭川乃里子　　　　　）

〇 ○

２
学
期

A　理論
漢字の筆順・部分名称・草書を読
む・平仮名の字源の学習。

１学期に学習した事柄の復讐と行
書の筆順は楷書と変わることがあ
る字や、筆順が2通り以上ある文字
なども加えて学習する。

〇 〇 〇

○

Ⅾ発展生活に密着した実用書Ⅾ発展
生活に密着した実用書

心に響いた詩、文を色紙に筆ペン
で体
裁よくおさめる。

〇

１
学
期

A　理論
漢字の筆順・部分名称・草書を読
む・平仮名の字源の学習。

硬筆検定3級・準2級の理論問題を
テスト形式で実施して、各々の課
題を知り学習すべき課題の補助プ
リントを配布して、個々の学習課
題に取り組む。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B　実技
筆記用具の持ち方と構え・楷書・行
書の書き分けリズムの違い。
文字の大きさ・行配分・余白

硬筆検定３級・準２級の実技過去
問題プリントを問ごとに解説し、
採点の要点を説明して、実演形式
で記入し、確認しながら、進めて
いく。　　　　　　楷書と行書の
書き分けはリズムが重要なので、
筆ペンを使い始筆の加圧から学習
する。３級・準２級の内容の違い
を同時に解説する。

〇

A　理論　B実技
漢字の筆順と楷書の書写文字の書き
方練習で各々の不足を補う。仮名の
リズムを身に付ける。

漢字硬筆プリントの記入で楷書と
その筆順を確認する。。
平仮名の字源プリントで平仮名の
字形と字源、平仮名までのくずし
を確認する。

〇 〇 〇

A　理論・B実技　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　検定試験模試・検定試験実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅾ発展生活に密着した実用書　　　　　　　　　過去に実施された３級検定問題を
演習して、時間配分や受験に必要
な用具も準備して臨むよう、事前
指導で徹底する。
書写検定実施する。　自己採点に
より、学習不足箇所を知り、次回
検定の準備をする。
のし袋の用語例を筆ぺんで練習す
る。

〇 〇

〇

芸術 実用書 2

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

手書きの文字と書写文字の違いを知り、楷・行
の書き分けと草書が読めるようにする。

行やマス、用紙に対する余白、行配分など決め
られた紙面の中でレイアウトや文字の大きさな
ど適切な判断ができる。

無し

〇

活字と手書きの文字の違いを知り、余白や文字の大きさレイアウトを適切に判断し、美しくまとめる力をつける。

生涯にわたり書く事を愛好し、感性を高め、心情豊かな生活や社会を創造する心情を養う。

実用書

知 思

〇

〇 ○

態

配
当
時
数

【 知　識　及　び　技　能 】漢字の筆順、楷書・行書の書き分け、草書を読むなど手書きの文字の特性や書く時のリズムの違いで表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

理論学習においては知識不足箇所を知り早めに
対処できる。実技学習では、積極的に自主学習
と添削で繰り返し学習し、合理的かつ整った文
字が書くことを身に付ける。

合
計

70

〇 ○ 〇 8

〇〇 ○

A　理論　B実技
漢字の筆順と楷書・行書の書写文字
の書き方練習で各々の不足を補う。
C検定試験模試
検定試験実施
Ⅾ発展生活に密着した実用書

準２級の範囲での理論学習の繰り
返し学習と各々の課題書式実技の
練習と添削を徹底する。
検定のための模擬試験を実施し
て、時間配分等の対策を考える。
検定試験の実施。
心に響いた詩、文を色紙に筆ペン
で体裁よくおさめる。

8○ ○


